






周産期センターとしてのわれわれの分娩部に対する地域の認識が高まるにつれ,年々胎内

搬送例が増え,NICU における母子相互作用も一歩踏み込んだ取組みが行なえるようになり

つつある。 

周産期母子相互作用の臨床的研究として,(1)周産期における妊婦の心理的変化,(2)母親学

級の在り方,(3)疾病児をもつ両親の心理状況,(4)家族看護fa-mily careの具体化を研究課

題とし,昭和 58 年度は妊婦の心理的変化について報告した。 

昭和 59 年度は周産期医療の地域化に関する調査と極小未熟児の発達調査を行ない,現行の

体制の問題点を検討した。 


